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維新の里 萩城下町マラソン 2025に関する調査報告書 

 

調査の概要 

１．調査の目的 

本調査は維新の里 萩城下町マラソン 2025 の参加ランナーを対象として、イベント満足度や個人属性な

どについて調査することにより、今後の大会運営の改善を図るとともに、スポーツ参加者の行動様式を明らか

にすることを目的としている。なお、今回はハーフマラソンの部及び 5 ㎞の部を完走したランナーを調査対象

としている。 

２．調査内容 

 (1) 個人属性 

性別、年代、居住地（都道府県）、職業、参加種目 

 (2) ランニング活動 

参加経験、参加回数 

 (3)  マラソン参加 

      参加理由、情報入手経路、次回萩城下町マラソンの参加予定、宿泊の有無 

 (4)  イベント満足度・評価 

      大会に関する満足度 

 (5) 自由記述意見 

３．調査対象 

  維新の里 萩城下町マラソン 2025の参加ランナー 

４．調査期間 

  令和７年 12月１4日（日） 

５．抽出方法 

 ハーフマラソンの部を完走した参加者に調査員（至誠館大学学生５名）が直接回答を依頼し回収した。 

６．回収結果 

  回収数：156票 有効回答数：129票（有効回答率82.7%） 

７．本調査の限界 

 調査当日が悪天候のため、例年と同様のスタジアム前での調査票配布及び回収が実施できなかった。その

ため、武道館の選手控室で走り終えたランナーを対象として調査票への記入を依頼した。控室を利用するラ

ンナーが限られていることから、例年と比べ調査票の回収部数が少なくなった。 

８．調査組織 

    1） 組織 

至誠館大学萩文化スポーツセンター 地域スポーツ研究所（所長：福田一儀） 

2） プロジェクト名 

  維新の里 萩城下町マラソン 2025ランナー調査プロジェクト 

3） プロジェクトメンバー   

岡崎祐介（長）、北川祥斗、坂口南海、坂爪崇真、馬場稚子、吉村正弥 

4） 連絡先 

 〒758-8585 萩市椿東浦田 5000番地 至誠館大学現代社会学部 岡崎祐介 

        TEL：0838-24-4000（大学代表） Mail：y.okazaki@shiseikan.ac.jp 

９．調査協力 

   維新の里 萩城下町マラソン 202５大会実行委員会 
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維新の里 萩城下町マラソン 2025の概要 

今大会のハーフマラソンの部の申込人数は2，269名であり、出走者数は1，941名であった。そのうち完

走者数は 1，879名であったことから完走率は 96.8%であった。他の部門と合わせた大会全体の申込人数

は 2，805名であり、出走者数は 2，391名、完走者数は 2，329名であり、完走率は 97.4%であった。 

 

維新の里 萩城下町マラソン 2025 

日 時 

令和７年 12月１4日（日）   

10:00 ハーフマラソン スタート 

10:00 ファミリー（2km）の部 スタート 

  10:20 5kmの部 スタート 

  10:20 2kmの部 スタート 

  12:00 ランニングクリニック 

  12:40 競技終了 

天 気 
9時 天気：曇り 気温：8.9℃ 

12時 天気：曇り 気温：8.5℃ 

出走率 

出走者数／ 

申込人数 

１ ハーフマラソン 2，269名（1，941名） 

2 5km           299名（243名） 

3 2km            61名（49名） 

4 ファミリー2km   176名（158名） 

※（ ）内は出走者数 

 

完走率 

完走者数／ 

出走者数 

1ハーフマラソン 1,941名（1，879名） 

２ ５km            243名（243名） 

３ ２km             49名（49名） 

４ ファミリー２km    176名（158名） 

※（ ）内は完走者数 

競技コース 

１ ハーフマラソンの部 

 萩ウェルネスパーク～椿大橋～中津江橋～菊が浜～萩城下町～ 

萩城跡（指月公園）～玉江駅～橋本橋～萩ウェルネスパーク 

２ 5kmの部 

 萩ウェルネスパーク～県道262号線萩駅方面～（折り返し）～ 

萩ウェルネスパーク 

３ ファミリーの部（2㎞）・2kmの部 

 萩スポーツ広場内～ウェルネスパーク園内～萩スタジアム内 

スタッフ数 約 1,000名（ボランティア含む） 

 

 

 

 

計 2，805名 

（2，391名） 

出走率 85.2％ 

計名 2,391名 

（2，329名） 

完走率 97.4％ 
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調査結果の要約 

1. サンプルの性別は、男性が 86名、女性が 43名であった。 

2. 初めて萩城下町マラソンに参加したランナーは 63名おり、過去に参加したことがあると回答した 67名

のうち、2回目の大会参加が 49名で最も多くを占めていた。 

3. イベント評価・満足度では、ハーフマラソンの部は「沿道の応援」、「スタッフの対応」、「コース」の順に

満足度が高かった。 

4. 萩城下町マラソンへの参加理由では、ハーフマラソンの部は、「気持ちよく走ることができそうだから」、

「日程が合ったから」、「観光名所を走ることができるから」の順に高い値を示した。 

5. 萩城下町マラソンの情報源は、知人・友人が 43 名と最も多く、回答したランナーの多くは口コミを利用

して大会情報を入手していることがわかった。 

6. 来年の萩城下町マラソンへ参加したいかという問いに対して、ランナーの 66 名が「大いにあてはまる」

と回答している。回答したランナーの約半数は、来年も出場したいと考えていると言える。 

7. 回答者の大会参加に伴う宿泊の有無では、「宿泊あり」と回答した者が 35名であった。 

8. 自由記述意見の回答では「コース」についての記述が多くみられた。 

9. 沿道の応援は毎年多くの参加者から高い評価を得ている。 

10. 今回は、送迎バスについての意見が多数寄せられた。特に、臨時駐車場から会場までのシャトルバスが

スムーズにいかず、スタート直前まで会場に到着できないことや受付を終えることができないことがあっ

たため改善が必要であると思われる。 
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１.個人属性 

1-1）回答者の性別 

1-1は、回答者の性別を示している。男性は 86名、女性は 43名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-2）回答者の年代 

図 1-2は、回答者の年代を示している。20歳代の回答者が 41名で最も多く、次いで 10歳代と 40歳

代が 20名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3）回答者の居住地（都道府県） 

図 1-3 は、回答者の居住地（都道府県）を示している。山口県が 96 名で最も多く、次いで福岡県が 13

名、広島県が 6名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 回答者の性別（n） 

図 1-2 回答者の年代（n） 

図 1-3 居住地（都道府県）（n） 
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1-4）職業 

図 1-4は回答者の職業を示している。会社員が 49名と最も多く、次に大学生・院生が 26名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.ランニング活動 

2-1）参加経験 

図 2-1は、回答者の萩城下町マラソンへの参加経験を示している。はじめての参加は 63名、過去にも参

加経験ありは 67名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2）参加回数 

図 2-2 は、2-1）で過去に萩城下町マラソンに参加経験があると回答した者の大会参加回数を示してい

る。2回と回答した者が 49名で最も多く、次いで 6回以上が 12名、3回が 10名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-2 参加回数（n） 

図 2-1 参加経験（n） 

図 1-4 職業（n） 
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３．イベント満足度・評価 

3-1）大会に関する満足度 

図 3-1 は、回答者の大会満足度についてまとめたものである。その結果、「沿道の応援」が 6.47ptで最

も多く、次いで「スタッフの対応」が 6.29pt、「コース」が 6.12ptであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．マラソン参加 

4-1）参加理由 

図 4-1は、回答者の大会への参加理由についてまとめたものである。その結果、「気持ちよく走ることがで

きそうだから」が 5.81pt で最も高く、次いで「日程が合ったから」が 5.70pt、「観光名所を走ることができ

るから」が 5.55ptであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2）情報入手経路 

図 4-2は、回答者の大会に関する情報入手経路を示している。図 4-2のとおり「友人・知人」が 43名で

最も多く、次いで「ランネット」が 27名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-2 情報入手経路（n） 

図 3-1 大会満足度（n） 

  

図 4-1 参加理由（n） 
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4-3）次回大会への参加意思 

図4-3は、回答者の次回大会への参加意思を示している。「来年も本大会に参加したいか」の問いに対し

「大いにあてはまる」が 66名、次いで「あてはまる」が 26名、「まああてはまる」が 23名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-4）宿泊の有無 

図 4-4 は、回答者の大会参加に伴う宿泊の有無を示している。「宿泊あり」が 35 名、「宿泊なし」が 93

名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-5）エントリー種目 

 図4-5は、回答者のエントリ―種目を示している。「ハーフマラソンの部」が94名、「5㎞の部」が33名で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 次回大会への参加予定（n） 

図 4-4 宿泊の有無（n） 

図 4-5 エントリー種目（n） 
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５．自由記述意見 

回答者の 51.6%にあたる 66人から自由記述意見をいただいた。その中で、特徴的な意見を以下のカテ

ゴリーに分け列記する。（※原文ママ） 

 

（１）参加賞 

・安くて参加しやすい、参加賞がありがたい（男性、30歳） 

・ゼッケンと参加証の事前送付をしてほしい（男性、32歳） 

 

（２）給水・給食 

・15キロあたりに最終給水場という表示にびっくりしました！18キロにもう一個あったのに（女性、36歳） 

 

（3）コース 

・歴史的景観を見ながら走ることができて楽しかったです（男性、19歳） 

・地元なのでまた参加する。スタート位置を元に戻してほしい（男性、30歳） 

・今年もアーケードでの応援が大変ありがたかったです（男性、32歳） 

・５キロで市内が走れないのが残念（男性、14歳） 

・１０キロメートルお願いします（男性、82歳） 

 

（4）誘導案内看板 

・ゴールからの出口が不明（男性、61歳） 

 

（5）大会運営全般 

・駐車場からバスの待ち時間が長すぎ（多数） 

・足を痛めてしまったとき、スタッフの方が手厚く対応してくださいました（男性、23歳） 

 

（6）その他 

・山口県１素晴らしい大会でした（男性、52歳） 


